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介
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な
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も
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非
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と
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事
で
、
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に
御
引
受
を
致
し



磨誇τ誘露難私iこ讐鷲象

しのなるればのを憾私秋のす　た告
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す生登1こ獄秋夏
｝（就に病イ七τi次ろ

に十さ作のて二かきき化のなる害て
は五れ柄喪も化ぬなも二品ら事をは
全年たが張國のと聾の化極ぬを受本縣のの非を及一云のを交整と業噛 ｯ．縣
下秋で常容製種ふあ飼難理云者た下
に二獄あにれ綜をこるふ種をふがとの
亘期り安ま業加とにとはしや認と秋
りにま箆し者へかも云絶やうめは鷲
塞於すをてのまら拘ふ劃うなま御は　　o　　　　コ　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　－頭て　 得・二方し強らこ的と聲し承所
性北然ま化面た硬すとに舜ミがた知謂
軟信るし二でのな養は認ふ縣のの五　　　　　　　　　ヤ　　　　　　

ゐ

化地に夙化はでる慧そめ其下で纂H
病方好本交容あ要家れな當一大で目
がは事縣難易り求ははい時般正あ病
磯察魔の種にまが是製とにの十り六
生頭多夏を之すあ非縣敦於業年ま日
し性し秋配れ゜り共方ふき者頃す目
て軟と獄りを併ま二面のまにに゜病
養化か品ま受しし化かにし離於而と
慧病云種しけ養歪二らもてつてし云
家にふのた容鷲途化見拘はたはてふ
を憐諺七結れ家にのてら國のど其や
苦まの割果なの本如絶すのでうのう　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

しさ如有はか聾縣きi厨叉方あし原な
めれく除大つがの強的其針りて因も
たた其は正た二指健に當はまもがの
ばの位肥十の化定な排時一一一・す二主に
カ、で全白二で二獄も斥の二　゜化と製
　　　　1りあ盛×十あ化品のし製化從二しは
でりを新三り交種をな懸若つ化てれ
なま極白十ま難を飼け家くて交一一ま
くすはと四す種決はれはは長雅二し
癒゜め云ど゜とめしば二三懸極化て
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ種叉まふ、云共云まてな化元縣を交i養
製昭し様ふ後ふす貰ら二雑が飼難慰
遭和たな様本慕るはぬ化種大育種家
i家二品品な縣に時なと交で正しのは
を年種種年がなにけ云難あ十な飼大
苦とがにに當りはれふ種つ年け育き
し三大限は業ま二ば共のてにれにな　　　　　　　　　　　もめ年正定其者し化V・大如二獄ぱあ損
＿229－一



集演講學科糸糸澱
．一一一：一一一一一一一一一一一一・一・・一一一一…一一

究理生事な軍大因ま軟かまい非丑た
にの理を事に間がし化つした常H轟
は方の要で獄題何額病だたしな同は
化を方望あ怒eEM共とのカミま損痩愁
學憺にしる科一に原総で塞し害六が
の任携たか學人存因穂あ頭fgを日申
力しつのらのの在やしり性さ受Nす
をててで客進力す誘竃ま軟うけ適ま
誓磐磐雪募荏轟ゑ嬰詫究貨と；9姦窯
な人物ま主貢決と正等而の其でぐな
けにはす任献す云確のし原病あべく
れは其゜にするふに誘て因源りく御
ば病方ep向る慕事言巳因共にのま二承
な理面ちつばはを載を多就探文化知
らのか栽てか不確し書くて究當二二の
ぬ方ら桑連り可めたいは吾に時化乙
か面癒の絡で能やもて塞k當私をと
らかの方をなでうのあ頭をり共やで
化ら種面探いあとはる性首まはりあ
學研類にり　゜り非殆位軟肯し職まら
の究の携協卸叉常んの化せた員しう
方を方つ力ち斯にども病しのとなと
面しをてし本の焦なの嚢めで共璽思
よでや居て縣如慮かで五得あにがふ
り貰つる此のきしつあ日るり出後の
もひてもの慧滲たたり圓所ま張門で
研た冊の間綜審ののま病の％しのあ
究いるは題業をででしも、研　 て墾i、り
を゜も栽のを見ああτ共究當此室ま
鑑ξ窪秀饗羨髭呈呈響培叢黙：騰程づこ

しし其方をに原すす之下を共た軟帥
てて種面し援因゜°を痢磯はる化ち
貰術類かてふをさ從學疵見廣ガJこ適養
ぴほのら戴意探うつ術のすく況に慧
た生方見き味究して的もる文を1囎家
い現面たたにすて私にσ）事鰍詳まは
と方か研い於る私共實もがを細れ前
要面ら究とて専はは験喉出あにま門
望の交飼云必は如共を之來さ麗しの
い研病育ふ要唯斯原しをなり察て虎
　　　　　　　　　　　　　．＿230一



す生贋に翼秋夏
鵯て就に病化ヨ欧る

夏秋獄品種試験減翻歩合表

品種名　　1舶・昭・・1日一・・酬・新・昭和

　　　　　　　　Oib昭和元年　　試瞼場　　ユ3．00　　　一

秋獄委託16・00－（八月廿八日掃立）　李均　 14・00　　－一

昭和二年　　試瞼場

秋　　翼　 委託
（八月廿四日掃立）　zド均

％
38．69　　　　　　　　　32．17

45．08　　　　　　　　39．24

43．69　　　　　　　　　37．79

　　　　　試験揚昭 秋　　獄
　　　　　i委託　（八月十三日掃立）

　　　　　李均和

％
2036　　　　　　　　　22．70

34。08　　　　　　　　　20．90

32，09　　　　　　　　　21。25

三　年

翼　　秋　　晩

i九月一日掃立）

試瞼場

ﾏ　託

寞ﾏ

％42．19

T1．95

S9．12

39．4

S↓3

S3．1

ユ7。65

19。77

19．20

17。89

14．90

16．02

に瞼五を致昭に附原實漁致しれのた
はの年牧し和從け因際鷲したま實し
不減噌めま四事得がを室まのし状ま
作獄和たし年しま何視でしは夙をし
の歩二の環かてし虚察實て大協熱た
惨合年で五ら貰たに致瞼私正同知所
を表及あ年はひのあししは十研しカ1
昧を三り六御までるまた大五究て職
つ見年ま年承しそかし成正年を居員
たるにすと知たれとた績十のしりも
蛮毒磐ai．毒霊雲ぐ至馨塞舜蟄碧享鑑

云何施業にりあ部事に礎以あと結へ
ふに行試於獄り門の塞と降り云果出
纂昭し験て作まを大頭し本まふ非張
が和た場良はす別髄性て場す事常し
判二獄が好相゜けの軟當の　゜たにて
る年品夫な當’然て見化業恒左な共養
のゴ種正作安る研當病者温様り鳴獄
で年試十柄定に究をのの恒にまさ蒙
．．＿＿＿　Z31一



集演講畢科綜慧

しあ合しまう居な　 る戴も戴育にあ
まりをてすなまか御にいのい試施り
しま現委と撒しつ承長てとた瞼行ま
f〈すは託試字たた知野居御のをしす
晩゜し試験がにのの縣る承ですた゜
秋共ま験場掛も・で通一と知ある所此
は翌しにのて拘あり般云をりこの表
叉年fe於飼居らり大養ふ願まと試に
極ののて育りすま正鷲こひすの験示
端昭ではしま甫す十家とた゜出でし
に和あ四たす信゜五のもい從來あて
行三り五も　゜のep年飼私のつ得りあ
き年ま％の兎方ちの育はでてるまり
まはす殆のには委秋成謎有此適すまし秋゜ん減角一託の績明ま委當゜す
てに郎ど獄昭○者作よすす託な叉試
試於ち掃歩和％の柄りる゜者人委験
験て此立合元＋以導はもt：又とを託場
場試年慰が年内均北よと此云選試試
で験はの三はでを信りが委ふ抜瞼験
飼場縣牟八まあ見が以出託もしとと
っが下分％だりま非上來者のま云云
て：學しと良ます常良るにはしふふ
さ○つか云かしとにいの選普てのの
へ％て繭ふつた北悪もで揮通ざはは
も委秋をやた結信うの有さのう縣本
四託獄作うの果地ごでまれ養し下場
二が不らなで叢方ざあすた獄ての及
％’三作な大あにはいっ゜方家同當’上
委四でV・きり現三また從女よ一業田
託％大となまは五しとつはり鷲齎漆
者と騒云数すれ％た云て先も種の本
の云ぎふth’°まのがへ委づ飼を中祓
方ふをやを昭し減繭る、託全育同に田
はやしう現和た翻信だ試力技一斯の
五うたなは二ニー歩はら験を術時う三
二な年大し年六合何うの注が期云支
％鰍できまに％に等と成い優にふ場
と字あなしなとなの思績でi秀飼やで
云をる減龍つ云つ影ひは飼で育う共
ふ現の獄　 てふて響ま要つあしな通
やは’で歩そ來やりがすすてるて飼的
　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　－23Z＿



す磁膿に獄秋夏て　　」蛾：　iこ　　病　　イ七　　軟　　る　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　大　 る0まか柄獄　 まk持等をし5
　疋今の％すらが種斯す我ちは示むな　十大は乃る殿不製様゜k相人しる数
　三正見至力1品安造な　　の當力て爲宇
　年十逃二夏種定家滲　箭のEIJ居にを
　は三すO秋委とに害　 育設ちり一一現
　一年こ％獄託云當を　技備飼ま’つは
　般かとに期試ふり受　術を頁すのし
　にらの蓬に験事散け　 とな技か邊ま
　イ乍昭禺しζなをがらま　 云しc術られし
　柄和來少り行出しし　ふ相の一鷲た
　の六なしまひ來たた　 や樹及般もの
　良年いくすまるの結　 うのぶ養捨で
　いに事作としので果　 な技研鷲’てあ
　年至柄柄上たであ本　 も術が家すり
　柄るでが作場あり縣　の蔚極のにま
　で．八あ不を合りまの　 ががめ作全す
　あケり良しにます養　 何附て柄力゜
　り年までた其する獄　 庭い少はを委
　ま闇すあと減゜が業　 にてか推注託
　しの゜る云慰即併者　 あ居つしい齎
　た慰　 年つ歩ちしは　 るつたてでと
　が品　 にた合春夏非　 かてと知飼云
　ぬ　秋種　 は年は慧秋常　 とさ云るつひ　　　　　　　　　　　nd　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　獄試　　四に飼の慰に　　71Ntへふべて試
　の瞼　 ○於育作共激　 ふもこき居験
　試に　 ％て者柄も昂　 こ四ともり場
　験現　乃もにはのし　と二ののまと　総は　至術依一一一一iはま　 を％誰がす云
　　　　　　　　も　口れ　 五且る般何し　疑の明あのひ
　激ま　○つ差に時て　 は減でるに成
　二し　 ％其異安ゐ或　 な鷲あと不る
　三た　 以のが定時は　 け歩り存絢べ
　　N　ロ減　 上減極しに縣　 れ合ます如く
　の慧　に徽めて於當　ばをする斯減　中歩　　逮歩て居て局　　な示゜の多獄
　で合　 す合少りもを　 らし立でく歩
　四を　るのいま相罵　ぬた涙あの合
　割見　 こ差のす當倒　 のこなり減を
　以ま　 と異でるにし　でと鷲ま鷲少
　　　　　　　　　1　上す　 のがあ關此或　 あは室す歩か．　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　ね　　　減に　 あ一り係作は．　り全を是合ら　　、
＿233一



集演講學科練翼
　　　　　陽

昭昭昭昭昭大大大
和和＊nsn和互L「E
六五四三二五四三
日日同正正正正正

○○○白白白白白×　×　×　〉く X ×　×　×

支昭昭昭昭新新新
〇

五和和和和白白白

一・ O　　 五七口

三ニ　　 ゴ四口

1三　　一一口

1－　　 一一

二八　　 l　l口

〇九三八九七六　口

四一三四四三三　口

1こご三三三二　口

一1二三三四1　口

三1一三五一i　m

年

次

品

種

割
以

下

割
以
一工

四
割
以
ご1汽

五
割
以
下
圃鮒『

割
以
上

割
以

王
割
以

下

可
割
以
王一

五
割
以
二応

五
割
以

上

秋

期

減

歩

合

晩

秋

期

減

螺

歩

合

示い以ロ三慧
すと」：数九歩
る云は三口合
とは四八のを
次れ割口中示
のて以のでし
檬居上中四た
でりので割も
秋あま減減以の
鷲りす鐡獄上が
品まが歩歩の一・
種す術合合減口
試゜ほを匹1獄あ
瞼　 四示割歩り
作　割し以合ま
柄　 五fa上をす　　　　　　ゆ　　

o

調　 割ののホ
査　 のでもし叉
表　 減あのた大
　　獄り五もiE
　　歩ま財の十
　　合すにが四
を゜上一年
示而り口に
しし昭あも
てて和り秋
居昭二ま鷲　　　へる和三す昂
　　　　eも［周勾三　・種

　bの五の大試
　Nが六晩IIE瞼
あの秋十に
り三に五於
まケは年て
す年試の矢
゜は験晩張
今作総秋り
其柄口に試
概が数は験
要相の試総
を當牛験口
表良数総数

’　　　　　　　　　＿234＿



す生機lt翻秋夏
て就に病化軟る
di－“一一一一一3

十磯共性りあ此於にら研　獄
六生研軟まるのて起之究倦の然で右
號の究化すか二急きをし我作るあ表
参主方病゜とつ性ま大なが柄につに
照原法に左云のに冒す艦け長は一て現
翼囚等鋤様ふ軟下る二れ野慧般其は
後ははすなご化痢所つば縣業當のれ
本不既ること病をのになに試業多て
年」隻に二膨Fとをはし察分ら於瞼齎く居
に桑報究か探同て頭けぬて場のはり
至葉告をら究一倒性ての多の夏軟ま
るのに携致すのれ軟居でく獄秋化す
迄給出めしる原若化りあ現品獄病る
反輿てるま裏因く病まりは種にで減
覆で居事しはにはです陸れ試はあ慧
試あるにて庇依緩あ゜すま瞼硬りの
駿るも致先病つ徐b．ep°すよ化ま原
しとのしづ氣て的共ち併軟り病す因
て云もま私を起にの共し化もや゜を
居ふあし共防き下一の夫病更だ　調
り事りてはぐる痢は一れはににべ
まにま色共上もを四ははど不病　て
すなすk中にの起齢三病う良の　見
がつかので於でし或齢理云で獲　

ま

典たら方長てあては若學ふあ生　す
のの1略面野最る倒五く者種るす　る
結でしか縣もカミれ齢はに類こる　と
果あまらに必或る特四任のとこ　硬
はりす研最要は所に齢せもがと　化
彙まが究もな共の五期まめ想が　病
報す癖に多こ原下齢にしで像多　だ
舞霞究着くと因痢の於てあしい　 に

十野の手滲でを性五て私る得の　病
六縣結し害あ異軟日綾共からで　等
號鷲果たをるに化口徐ぱはるあ　の
で業はの輿とし病或的外病Xり　被
磯試空でへ信てではvc観理のま　害
衰験頭あます居あ六或的墨です　は
し場性りしるるり日はの的あか　極
Xc彙軟またのもま目爆徴にりら　め
為雛砦1轟£怨％驚講禁董寄穀濠

一235一



集演講學科糸糸獄

の一適慧り稚察温種化獄th｝頭衷事と
も時漁のま・慧頭漁を病の叉性しに攣
の問遍磯すの性度取の種給軟ま就り
と六風育が飼軟給つ罹類奥化してが
画回とに交育化桑て病はす病允弧な
回所云最松温病洗9：Eas典るが試いい
の謂A、も村度を給實tc當prrど験自、の
も高様好技と調與験非時のう．に信で
の温な適師しべ法を常私桑云就をあ
と多飼でがてた等行な共葉ふて以り
の漁育あ大好のをふ違がの關御てま
二蕪窒り正適で異たい養品係話居す
翅風をま十であにのの慧質がをるる
り欣作す三ありしであ家興あしのか
に態りか年りまてあるのもるて’でら
分とそら以爾す飼b事實のカミ見あ私
け云れ温來育゜育まを際が叉たり共
ざふか度實漁此しす見をど第いまは
うやら七瞼度飼三゜幽覗うこ二とす不
しう今’十せと育齢而し察云段思゜良
てな一五らし温以しましふにふ「斯桑
量飼つ度れて漁後てして關はの様葉
の育は漁た好度は典た二係給でのの
方室温度成遮は普のか化が桑あ次給
はを度七績で温通方ら二あのり第奥
普挨を十にあ度の法昭化る回までが
通へ八二依る七飼は和交か遡％あ察
量て十度りと十育一×醗を給　り頭
蔀庇二換ま云五法ごiE種試桑此ま牲
ちの度氣すふ度を齢白と駒の實す軟
我二滅がとや滋行のと一一し量験か化
kつ度一矢う度ま期昭二た等はら病
がのを時張に七し閥和化のが第私の
標室九閻り從＋てをx交でど一は主準で＋に此來二毎前信難あうに糞原
に給度三程も％日に濃種り云飼報因
示桑塞十度稻は磯蓮欧とまふ育第を
し回氣回のせ大生ま白はす關温十爲
て数の21i温らwaすしと室゜係im六す
居を交ち潔iれにるたの頭而が度號と
り八換適度て於所様二性しあとで云
ま回を温が居てのに品軟てる塞磯ふ
　　　　　　　　　　　　　一一一　Z36－　
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・す生獲1：貿秋夏
て京危に病イ七軟る
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は量二適扶重生爲類ま完をで杢ほす
非OP％風桑大せにを究　調あiE給隔
常減しの丸のし日塞　故べり十與齢
にのか室種關む照頭勿にて又五桑聞
増場なでを係る不性論人見其年のが
し合か其供がか足軟此爲ま飼各種三
まにつの用あが桑化實的す料地類百
し於た給しり判の病験にと、的のを三
てての桑たま明給とは掃曇債不正＋
三はに回のすせ與五當立ヲミ値作常奥
六普不数でるぬは齢校二或の状桑二
％通拘をあかの果期に週は低況日齢
も蟄日八りらでしの於聞雨下を照間
磐霧渠理享桀曹垂整弄薯黍管暴歪糞
居合足し゜のま頭病上テ多照し桑百
りよ桑た斯實す性所先ンく不たの七
まり給も様験゜軟謂生トあ足當二八
す塞與のtcに叉化下等をりに時種＋
°頭匠はし照斯病痢に覆まあににt匁
又性はユ1£てしのを性依ひしり於分の
四軟共常試稚如磯のつま臓とてけも
回化十桑験獄き生軟てし桑認桑たの
給病一葉し用實せ化行『くがめののと、
桑が倍晋た桑験し病はさ日た飼で其
の多の通成とをむのれう照の料あ4’
場く二量績し致る二たし不で的り分
盒学雲盤覧姦暴変£姦看髭曹橿享孟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o

於居％匿まもすは分も照陥まの　ふ
きりを・にす不る五けあをつ兎低此る
まま示はと適場齢てり少て　下桑物
しすし室正當合期成まな居即が葉と
てがて頭白でにの績しかりち不のの
は臼居性×あ桑下がたらま其作品二
正照り軟昭りの痢禺瑛しし當を質つ
常不ま化和と品性て共めた時來問に
桑足す病を認種軟居のたののし題分
給桑゜が適めの化り病ので氣たはけ
與給又僅慣ま如病ま獄であ象ま我更
は與給か遮し何をせのあリヲ伏原々匹
普匿桑に灘たは磯ぬ極りま態因が尚
＿237一
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な交　 ど段化　得こつ見葉は風給通
いi維由機の性然なと夙ま給塞の與量
こ種之生差にるいだ飼す與頭室しと
とは槻せが交にもけ育との性でた牛
を飼之ぬあ難之のに方大も軟「も減
誰育塞のり致をで止洗膿の化この量
櫨環頭でまし品あつ温にと病齢はと
立境性あしま種る工漏於比のの八に
て給軟りてし的こ若度て較磯鑑回於　　，
る桑化ま正たにとしの夏し生児給て
のの病す常も見を先調秋てにを桑は
で方は　’葉のま諮天節慧五大飼の塞
あ法日　のはす櫨的との倍差育も頭
っ薬支　場日と立に云塞以をしの性
　　　　　　ねて葉の　合本同つ桑ふ頭上認たと軟
獄品二　 にのじて共檬性のめも略化
晶質化　 於二く居もな軟塞なの同病
種等二　 て化昭るのこ化頭いは数の
のが化　 も性和のがと病鷲の其の磯
　　　　N如假交　或にをで不峨はがでの病生
何令難　 は交交あ良室不出あ給獄に
は不種　 日難雑りの頭良たり與が殆
察良に　照ししま場性飼とま桑現ん
頭で多　不たて％合軟料云．すがはど
性あく　足も居　 に化をふが正れi差
軟っ現　桑のり　於病以こ其常てi異
化ては　のにな　てのてとの葉居が
病もる　場比が　 は起飼に給でりな
の雄N　合’較ら　人き育な與あまい
　　　　　　も嚢頭も　にし信　爲るしる桑れすの　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　o
生性の於て濃をとたのが’ばでに軟で　て塞欧　以と場で日給之あ
重化あ　も頭白　てを合あ照桑をり　　　　　　ね大病つ　塞性EP　豫僅にり不回要ま
ののて　頭軟ち　防に於ま足数すす　　　　　　　　　　　　　1關畿支　性化欧　す少てす葉及るが　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　も係生欧　軟病洲　 るく起　 で給に日
あがの　化の白　tすき此あ桑適照
る極二　病褒繭　 とるる結れ量温不
こめ化　は生種　がとの果ばの通足
とて一　殆はの　 出云でか正多漁桑
を少化　 ん格一　 來ふあら常少通を
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集演講學科…孫獄

りが致種もちと水　つ丁しのり二品
まあしにの熊稚野五の度まがま化種
すりま就は本鷲技齢苦長し二％一的
゜3くすて熊に期師期し野た化　 化に
k・P五と施本於のがのV・縣が二而交非
ち齢稚行でて飼熊軟維の昭化し雑常
稚期鷲し大稚育本化験養和交て種に
鷲の期た腿獄をの病を獄ll雑薬を違
飼下にのにを爾國に舐家三種鷲國ひ
育痢於で於飼方立就めは年で家がが
が性けあてつで獄てt〈一にあは奨あ
最軟るり繭たや業はの時はり共働る
も化飼まがもり試私では察ま滲しと
大式育す取のま験共あ五頭し害た云
切のOPかれはし場のり齢性てに時ふ
だ稜如らた幅てに蟹ま期軟共泣にこ
と生何惑と岡ざ居瞼すの化のい五と
云に爾ら鼓にうらば゜軟病結た日が
ふも桑くふ之しれか　化に果の日出
こ影の五やをてたり　病侵大で’病來
と響良齢う移批當で　 にさ正あ六る
がす否期なせ慧時な　 脅れ十り日の
是るものこぱに同く、　さて一ま同で
等こ含軟と悉な一4其　般養年％病あ
のとむ化をくつ獄他　一鷲以　とり
こがぼ病焚不て腫に　時家降此云ま
と大塞で表作おを於　 はは大五ふ究
にで頭あしし互折て　室非正齢新曾
依あ性らててに牛澤　頭常十期熟つ
っる軟う居し之・し山　性の五の語て
てと化と　りまをての　　軟脅年軟が大
誰云病思まふ分嘔實　 化威迄化養正
擦ふのふすがけ岡瞼　 病をは病懲一ヒ
立こ磯の　゜幅て縣が　　に感本を界入
てと生で此岡飼慧あ　 脅じ縣防に年
らがICあのでっ業り　さたのぐ生頃
れ出重り實稚た試ま　れの獄爲れに
る來大ま験獄所験す　 たで作め出於
　　　　　　　　oとるなすはをの場　　 とあはにたて
思のる゜一飼成と例　 去り安生の日
ふで關そ化つ績熊へ’ @ふま定れで支
のあ係う性たEP本ぱ　　二実致たあの

一240一



す生膿に慰秋夏
一（就1こ病引ヒ尋次る
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lbに國村　 飼るをいb　 て質の　で
ま日慧技乍育場置のと以現如：以あ
す新日師併す合いで思上は何ケ上り゜×一が等るにてあふのるが年はま
叉昭一本しこは行りの實N鷲に昭す
五和O年くとこ二くまで駿この亙和゜
齢に號鹸二が化こすあ結と品り四
期比×質化肝二とかり果は種飼年
の較同のこ二要化がらまを暑關育に
下し支最化で交一・・室す綜確係温施
痢て一も交あ雑等頭　゜合定に漁行．
性國O弧雑り種捷性先ししよ度し
軟獄五健種まを径軟刻ててり並た
化日號なです飼で化來之居てに試
病一と品あ゜育あ病巾れる或用瞼
も一を種り　 しるや上かのは桑の
四〇探日ま　　稚と五げら”で室の域
倍號り新し　鷲云齢ま夏あ頭品績
以×秋×て　期ふ期し秋り性質の
上同期昭も　のこのた憲ま軟に一
に支及和品　塞と軟様期す化就部蓮一・一一晩と種　 頭が化にに゜病てで
し○秋一に　 性出病軟爽　 と實あ
て五期昨よ　軟來を化生　 し瞼り
居號に年つ　化ま豫病す　てをま
りは於國て　病す防のる　現反すま約て立大　を゜す機軟　 は覆゜
す三試獄き　防邸る生化　 れせ松゜倍瞼業な　がちにと病　或ら村
省のせ試相　 う五は獄に　はれ技
ほ室ら験蓮　と齢先の付　五て師
濃頭れ場が　す期づ種て　齢居は
病性まかあ　 るの鍛類共　 期り共
の軟しらる　に軟のと豫　のま後
磯化た配物　は化種の防　下す引
生病成付で　 一病類關法　 痢がきも　　カミ　績　　せ　　あ　　　　　二：　を　　其　　係　　に　　　　　性　　稚　　綾

二嚢をらり　化防もは及　軟懲き　辱
倍生見れま　交がの非ん　化用五
以しまます　雑うに常で　病桑年
上てすし゜　鍾と重に見　 との六
に居るた松　 をす顯多た　 し品年
＿241一
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す生登に窟秋夏
》（オ発［こ病化可次る
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集演講學｝科継露霞

　　　　　，

も秋病品ての見五また例魑なにた育
SC獄の種如桑ま號すのはでくよ獄所
要の．豫を斯共すはがで東あ且り兇で
覗氣防飼場もと蟻國あ筑つつまは晩
し候i方は合の飼量獄り摩て完し非秋
てに面なVcN育一日ま郡桑全て常懲
驚磨将鷺裸鋸篇斧二充輩饗護塔呈理
種まきばし慣を謝○此村晶備O作鷲
のしま作や値如し號のの質を％で品
選てし柄うが何て×晩稚を持以あ種
揮はてのと劣に一同秋慰劣つ上つの
に菰は安すつ・完貫支獄共化てのたi委
當共相定るた全有一の同せ居滅の託
らは當をに場に蝕O飼・飼しる慰に試
な本に期は合しの五育育め所歩も験
け縣考す品にや繭號に所たで合不に
れ下慮る種はうをははに結斯を拘慮
ばのを事的どが取五松も果様現本じ
な實しがにう叉つ齢本あだなし場た
ら情な出立し網た期支りと不てのの
ぬかけ來脚て當とに場ま云良居鷲で
とられぬしもな云全かすふ成り品あ
云見ばのて満技ふ滅ら゜事績ま種り
ふまなで不作術事し技同がをすのま事しらあ良す者をて術所出示゜ �ｷ
をてぬり桑るが報仕者で來し飼丞カミ
痛ど事まを事腕告舞がはるま育試厘
感うです食がにさふ出九のし者鹸所
すしあ゜っ出継れた張月でたも成で
るてり斯て來をてのし十あの亦績は
ももま様もな掛居にて日りは飼は拳
の弧しな繭いけり不飼掃ま當育頗耳
で健て事をのてま絢育立す時法る秋
あ性寒か作で飼す旧にの゜のも不と
りと駿らるあつ゜i新當晩爾i氣何良都
ま云塞申とりた斯×つ秋X候等で合
すふ暑ま云ま所様國た鷲之が異あ四
゜こ常すふすでな獄のをれ非なつ回
即となと所゜翼鮎支で飼と常るて飼
ちをき較の從當か一あ育同に所品育
品・最晩化蛋叢っ時ら○りしじ早が種し
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の期1vaあ　行遼・・1りな　進し　化れ化
中を期り共ふ桑まり農め得以病brk｛物
で飼とま結たのすま林たま上を日は　。
減育脱1し果の晶゜し翁のしの多照著

にでに品まま四其私四ま桑依一は少
撃脅撃募！実習霧霧藷％斐望隻碁与
調ま摘獄仕　に究で桑　品私雑葉居
盗す梢に立　就事はに　質共種寧b
し゜を及洗　て項其關　をははがま
7，今致す窒　昭はのす　良稚五悪す
成桑し影素　 和仕補る　 く鷲齢いる
績晶ま響質　四立助特　す用期爲e
を覆しは肥　年洗を殊　る桑のめと
Xにて非料　か肥受研　にの下には
示就桑常の　ら料け究　は品痢之見
すてのに種　飼のてを　ど質！il4を逃
る昭再大類　育種夏行　う如軟以す
と一lil．1磯き加　實類秋ふ　し何イ隻てこ
次四芽な里　 験殊獄鷲　 たは蒲稚と
の盆を物肥　をに稚業　 ら軟に懲の
如プミ促が料　始窒葱試　 宜化罹を繊
く年しあ等　め素用験　い病り飼來
での其つの　』質桑場　　かの易育な
あ三再た難　方肥にに　 と褒くすい
りケ獲のに　に料關WS　云生なれ撤
ま年穿で及　はのすし　ふにる些で
すにのあす　 其種るて　 こ重と＿あ
゜亘桑り影　 桑類所多　 と大云化り
　り葉ま響　　葉をの額　　にのひ二ま
　てをすと　を異實の，就關得化％
　試以゜云　取に験補　　て係る交
　瞼て實＄、　りしを助　漸あの難之
　し二験も　また始を　次るで種れ
　ま齢のの　 しもめす　研とあはに
　し期方は　てρたる　1究と！室依
　た及法軽　　分加のこ　　のをま頭つ
　成三は微　析里でと　歩認S；！！Lkiて
　績齢秋で　　を肥あに　　を識　　軟見
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